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敷地内断層と活断層の薄片観察結果の比較

5.2-12-105

○敷地内断層の活動性評価にあたり，近傍の活断層（福浦断層）の薄片観察結果との比較を行った。

○両者を比較した結果，敷地内断層において活断層のような明瞭な複合面構造は認められず，Y面は連続性に乏しく不明瞭である。

観察用薄片写真（H-6.6-1_71R）

（直交ニコル）

下
盤

10mm

粘土状破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

薄片写真

（直交ニコル）

断層ガウジ

下

断層角礫 断層角礫

10mm

下
盤

上
盤

上

下

上

上
盤

活断層（福浦断層）

敷地内断層（S-1）

粘土状破砕部 粘土状破砕部

・粘土状破砕部中に明瞭な複合面構造は認められず，Y面は連続性に乏しく不明瞭である。

（単ニコル） （直交ニコル）

・断層ガウジ中に明瞭な複合面構造が認められ，複数認められるY面は直線性・連続性がよく明瞭である。

：Y面

下
盤

上
盤

1mm

1mm

断層ガウジ断層角礫（単ニコル） （直交ニコル） 断層ガウジ断層角礫

：Y面

：P面

：R1面

下
盤

上
盤

・薄片作成箇所に
ついては次頁

・薄片作成箇所に
ついては次々頁
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位置図

２号機 １号機

S-○ （陸域 EL-4.7m）

評価対象断層

H-6.6-1孔

：試料採取位置

ボーリングコア写真（H-6.6-1孔）

主せん断面

（m）

57.00 57.10 57.20 57.30 57.40 57.50

（深度）

走向傾斜：N66°W/80°NE

粘土状破砕部

上 下

固結した破砕部

下ブロック採取箇所

ブロック写真
下盤

観察用薄片
作成箇所

上下

下盤

上盤

1cm

主せん断面

観察用薄片写真（H-6.6-1_71R）

粘土状破砕部

（単ニコル） （直交ニコル）
上

下
盤

下 下

上
盤

上

10mm

粘土状破砕部
固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

・S-1が認められたH-6.6-1孔から採取したブロックの主せん断面において，
条線方向で薄片観察を行った。

【敷地内断層（S-1）】



←W E→

福浦断層

北壁面

底盤
右ブロック採取箇所

5.2-12-107
・福浦断層は敷地から約1km東方に位置し，約2.7km区間を将来活動する可能性のある断層等として評価している（第531回審査会合）。

・福浦断層が認められた大坪川ダム右岸トレンチの底盤から採取したブロックの主せん断面において，条線方向で薄片観察を行った。

ブロック写真トレンチ写真（北壁面）

東
（下盤側）

上

下
5cm

主せん断面

※左右反転

東

上
北

観察面

西
（上盤側）

薄片作成箇所

薄片写真

断層ガウジ

断層ガウジ

上

下

断層角礫 断層角礫

断層角礫 断層角礫

10mm

下
盤

上
盤

（単ニコル）

（直交ニコル）

下
盤

上
盤

位置図

：トレンチ調査位置

大坪川ダム
右岸トレンチ

志賀原子力発電所

【活断層（福浦断層）】



（6） HⅠa段丘堆積物の堆積年代に関する海水準変動曲線と
能登半島南西岸の隆起速度を用いた検討
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11 9
7e 7c 7a

5e

5a5c

5.3-1-134半島南西岸の段丘面の模式断面図

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

○敷地を含む能登半島南西岸の地盤の隆起速度について，中位段丘Ⅰ面の旧汀線高度と形成年代を用いて推定した。

○MⅠ段丘堆積物は，海成堆積物であることから，中位段丘Ⅰ面形成時の高海面期に堆積したものであり，段丘面前縁におい
て被覆層である赤褐色土壌の下部にSK（10.5万年前；町田・新井，2011）が確認されたことから，SK降灰直前の高海面期であ
るMIS5eに堆積したと判断できる。

○MIS5eの最頂期（約12.3万年前；Lisiecki and Raymo, 2005）の海水準高度は約5mであるのに対し，半島南西岸では旧汀線は
約21mに分布する。この差（約16m）が，約12.3万年間の半島南西岸の地盤の隆起量（平均隆起速度：約0.13m/千年）を示す。

○なお，藤原ほか（2005）によると，能登半島南西岸における地盤の隆起速度は，0.0～0.3ｍ/千年とされる（次頁）。

MIS5e最頂期の
海水準高度（約5m）

SK（10.5万年前）

海水準変動曲線

海
水

準
能登半島南西岸の地盤の隆起速度

敷地北方
ピット

安部屋表土はぎ

S-2･S-6
No.2トレンチ

35m盤トレンチ

駐車場南東方
トレンチ

能登半島南西岸における段丘面内縁
標高の最頻値（約22m）から中位段丘
Ⅰ面の被覆層の平均的な厚さ（約1m）
を差し引いた値

（約21m）

段丘面内縁

旧汀線高度

第875回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-1-134 一部修正
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志賀原子力
発電所

【日本各地の最近10万年間の隆起速度分布】

藤原ほか（2005）に一部加筆

（単位：ｍ/千年）
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